
皇
室
事
項

官
庁
報
告

令和年月日 木曜日 第号官 報

（
デ
ジ
タ
ル
庁
統
括
官
付
参
事
官
）

デ
ジ
タ
ル
事
務
官

鈴
野

崇

内
閣
事
務
官
（
内
閣
官
房
副
長
官
補
付
企
画
官
）
の
併
任

を
解
除
す
る
（
以
上
九
月
一
日
）

公
正
取
引
委
員
会

（
審
査
局
審
査
長
（
第
一
審
査
長
）

の
も
と
の
上
席
審
査
専
門
官
）
内

閣
府
事
務
官

大
泉
玄
之
助

官
房
付
に
配
置
換
す
る

（
官
房
付
）
同

川
崎

豊

官
房
総
務
課
企
画
官
に
昇
任
さ
せ
る

（
官
房
総
務
課
企
画
官
）
同

佐
藤

正
直

審
査
局
審
査
長
（
第
一
審
査
長
）
の
も
と
の
上
席
審
査
専

門
官
に
配
置
換
す
る
（
以
上
九
月
一
日
）

法

務

省

（
広
島
地
方
検
察
庁
検
事
正
）
検
事

平
光

信
隆

最
高
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

（
最
高
検
察
庁
検
事
）
同

藤
本

治
彦

広
島
地
方
検
察
庁
検
事
正
に
配
置
換
す
る

（
同
）
同

杉
山

徳
明

最
高
検
察
庁
監
察
指
導
部
長
を
命
ず
る

（
東
京
地
方
裁
判
所
判
事
補
兼
東
京

簡
易
裁
判
所
判
事
）
判
事
補
兼
簡

易
裁
判
所
判
事

久
田

皓
士

検
事
二
級
（
東
京
地
方
検
察
庁
検
事
）
に
任
命
す
る

法
務
事
務
官
（
法
務
省
訟
務
局
付
）
に
併
任
す
る

（
東
京
地
方
検
察
庁
検
事
）
検
事

伊
藤
み
ず
き

法
務
教
官
（
法
務
総
合
研
究
所
教
官
）
に
併
任
す
る

（
東
京
地
方
検
察
庁
検
事
法
務
省
刑

事
局
付
）
同

阪
本

英
晃

法
務
省
刑
事
局
付
に
充
て
る
こ
と
を
解
く

（
東
京
地
方
検
察
庁
検
事
兼
法
務
総

合
研
究
所
教
官
）
検
事
兼
法
務
教

官

廣
田

桂

法
務
教
官
（
法
務
総
合
研
究
所
教
官
）
の
併
任
を
解
除
す

る

（
さ
い
た
ま
地
方
検
察
庁
検
事
）
検

事

脇
坂

涼
平

東
京
地
方
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

（
岐
阜
地
方
検
察
庁
検
事
）
同

白
石

友
香

名
古
屋
高
等
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

（
名
古
屋
高
等
検
察
庁
検
事
）
同

平
山

陽
子

名
古
屋
地
方
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

（
最
高
検
察
庁
検
事
）
同

佐
久
間
佳
枝

（
東
京
地
方
検
察
庁
検
事
）
同

佐

慎
太
郎

辞
職
を
承
認
す
る
（
各
通
）

（
田
辺
区
検
察
庁
副
検
事
）
副
検
事

林

孝
誠

大
阪
区
検
察
庁
副
検
事
に
配
置
換
す
る

（
大
阪
区
検
察
庁
副
検
事
）
同

八
十
瀬
匡
洋

和
歌
山
区
検
察
庁
副
検
事
に
配
置
換
す
る

（
和
歌
山
区
検
察
庁
副
検
事
）
同

藤
井

秀
仁

田
辺
区
検
察
庁
副
検
事
に
配
置
換
す
る

井

忠
雄

齊
木

敏
文

都
築

政
則

三
好

範
英

難
民
審
査
参
与
員
に
任
命
す
る
（
各
通
）

高
橋

善
也

長
谷
川

保

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
監
事
に
任
命
す
る
（
各
通
）（
以

上
九
月
一
日
）

財

務

省
末
川

修

細
川

志
織

独
立
行
政
法
人
酒
類
総
合
研
究
所
監
事
に
任
命
す
る
（
各

通
）（
九
月
一
日
）

国
土
交
通
省

齊
藤

貴
文

東

高
士

北
村

治
樹

田
中

勇
人

山
川

清
徳

三
輪

善
英

伊
藤

大
介

横
山

博
一

大
竹

将
也

増
田
裕
一
郎

墳
﨑

正
俊

倉
石

誠
司

松
島

宇
大

石
井

秀
明

渡
邊

哲
至

小
川

博
之

舟
久
保

敏

鈴
木

延
明

野
口

透
良

勝
又

賢
人

前
田

亮

松
井

康
治

丸
山

宏
司

髙
木

直
人

行
木

美
弥

近
藤

貴
幸

荒
川

真
司

蒲
生

恵
介

櫻
田

直
樹

洞
澤

秀
雄

飯
山
真
友
子

桐
野

祐
記

佐
藤

勝
己

豊
田
理
恵
子

廣
戸

訓

槇

由
紀

令
和
九
年
不
動
産
鑑
定
士
試
験
短
答
式
試
験
試
験
委
員
に

任
命
し
ま
す

任
期
は
令
和
九
年
六
月
三
十
日
ま
で
と
し
ま
す
（
各
通
）

（
八
月
三
十
一
日
）

最
高
裁
判
所

〇
定
年
退
官

簡
易
裁
判
所
判
事
長
谷
川
卓
司
は
八
月
三
十
日
限
り
定

年
退
官

御
見
舞
電
報
及
び
御
答
電

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
際
し
、
次
の
各
国
元
首
か
ら

天
皇
陛
下
へ
御
見
舞
電
報
を
寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
そ

れ
ぞ
れ
御
答
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

ニ
カ
ラ
グ
ア
大
統
領
閣
下

ク
ロ
ア
チ
ア
大
統
領
閣
下

ネ
パ
ー
ル
大
統
領
閣
下

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
王
陛
下

ブ
ル
ガ
リ
ア
大
統
領
閣
下

ヨ
ル
ダ
ン
国
王
陛
下

ス
ペ
イ
ン
国
王
陛
下

ポ
ル
ト
ガ
ル
大
統
領
閣
下

チ
ュ
ニ
ジ
ア
大
統
領
閣
下

タ
イ
国
王
陛
下

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
大
統
領
評
議
会
議
長

閣
下

イ
エ
メ
ン
大
統
領
指
導
評
議
会
議
長
閣
下

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
二
聖
モ
ス
ク
の
守
護
者
サ
ル
マ
ン

国
王

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
大
統
領
評
議
会
メ
ン

バ
ー

ジ
ェ
リ
カ
・
ツ
ビ
ヤ
ノ
ビ
ッ
チ
閣
下

御
弔
電

天
皇
陛
下
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
王
ハ
ラ
ル
ド
五
世
陛
下

崩
御
に
つ
き
、
八
月
二
十
九
日
同
国
国
王
ホ
ー
コ
ン
八
世

陛
下
へ
御
弔
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
独
立
記
念
日
に
つ
き
、
九

月
一
日
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
中
央
委
員
会
書
記
長
兼
国
家
主

席
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

官
庁
事
項

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

群
馬
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
12条

の
規
定
に
基
づ
き
、
群
馬
県
最
低
賃
金
（
昭
和
55年
群
馬
労

働
基
準
局
最
低
賃
金
公
示
第
８
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
14条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
９
月
３
日
群
馬
労
働
局
長
上
野
康
博

第
４
号
中
「
１
時
間
1063円

」
を
「
１
時
間
1120円

」
に
改
め
る
。

石
川
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
12条

の
規
定
に
基
づ
き
、
石
川
県
最
低
賃
金
（
昭
和
55年
石
川
労

働
基
準
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
14条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
９
月
３
日
石
川
労
働
局
長
常
盤
剛
史

第
４
号
中
「
１
時
間
1054円

」
を
「
１
時
間
1113円

」
に
改
め
る
。

滋
賀
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
12条

の
規
定
に
基
づ
き
、
滋
賀
県
最
低
賃
金
（
昭
和
55年
滋
賀
労

働
基
準
局
最
低
賃
金
公
示
第
３
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
14条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
９
月
３
日
滋
賀
労
働
局
長
田
代
良
文

第
４
号
中
「
１
時
間
1080円

」
を
「
１
時
間
1136円

」
に
改
め
る
。

特
定
保
安
林
の
指
定
の
解
除
に
つ
い
て

令
和
８
年
８
月
19日
付
け
で
次
の
特
定
保
安
林
の
指
定

を
解
除
し
た
の
で
、
森
林
法
（
昭
和
26年
法
律
第
249号

）
第
39条
の
３
第
５
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
４
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
公
表
す
る
。

令
和
８
年
９
月
３
日
農
林
水
産
大
臣
鈴
木
憲
和

（
特
定
保
安
林
の
指
定
の
解
除
）

特
定
保
安
林
の
所
在
場
所
北
海
道
空
知
郡
上
富
良
野

町
（
以
上
１
市
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
水
源
か
ん
養
保

安
林
に
限
る
。）

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
関
係
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

和
歌
山
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
12条

の
規
定
に
基
づ
き
、
和
歌
山
県
最
低
賃
金
（
昭
和
55年
和
歌

山
労
働
基
準
局
最
低
賃
金
公
示
第
８
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
14条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
９
月
３
日和
歌
山
労
働
局
長
中
山

始
第
４
号
中
「
１
時
間
1045円

」
を
「
１
時
間
1101円

」
に
改
め
る
。
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